
事業番号 - - -

（ ）

令和4・5年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算目 令和4年度当初予算 令和5年度要求

計 - 0

主な増減理由

- - - -

当初予算＋補正予算に対す
る執行額の割合（％）

84% 76% 69%

執行率（％） 84% 76% 69%

事業概要
（5行程度以内。

別添可）

家庭、学校、地域等の連携のもと、子供の生活や環境の変化に対応し、特に中学生・高校生期の読書習慣の形成に向けて、発達段階に応じた取組を推進す
る事業についての検証を行うとともに、貧困問題等様々な困難を抱える子供を支援する取組を行う。また、広く国民に子供の読書活動について関心と理解を
深めるため「子ども読書の日」（4月23日）を広く周知するほか、特色ある優れた取組を行っている民間団体等を表彰する。さらに、「子どもの読書活動の推進
に関する基本的な計画（第四次）」を踏まえ、子供の読書活動を推進する取組について評価・検証と今後の施策の基礎資料とするための調査研究を行う。

実施方法 委託・請負

予算額・
執行額

（単位:百万円）

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

執行額 21.2 15.9 13.2

計 25.1 20.9 19.1 0 0

予備費等 - - - -

予算
の状
況

-

前年度から繰越し

第２期教育振興基本計画(平成25年6月14日閣議決定）
子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第二次）
(平成20年3月11日閣議決定）
子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第三次）
（平成25年5月17日閣議決定）
子ども・若者ビジョン（平成22年7月23日子ども・若者育成支
援推進本部決定）
子供・若者育成支援推進大綱（平成28年2月9日子供・若者育
成支援推進本部決定）
第３期教育振興計画（平成30年6月15日閣議決定）
「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画（第四次）
（平成30年4月20日閣議決定）

翌年度へ繰越し - - - -

- -

令和5年度要求

当初予算 25.1 20.9 19.1 - -

補正予算 -

- - - - -

事業名 子供の読書活動の推進 担当部局庁 総合教育政策局 作成責任者

事業開始年度 平成23年度
事業終了

（予定）年度
令和3年度 担当課室

2022 文科 21 0044

令和4年度行政事業レビューシート 文部科学省

主要政策・施策 子ども・若者育成支援 主要経費 文教及び科学振興

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度以

内）

子供の読書活動を推進するため「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、平成20年3月に閣議決定された「子どもの読書活動の推進に関する基本
的な計画（第二次）」、平成25年5月に閣議決定された「子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画（第三次）」、平成30年4月に閣議決定された「子供の
読書活動の推進に関する基本的な計画（第四次）」を踏まえ、子供が自主的に読書活動を行うことができるよう、環境の整備を図るとともに、施策の総合的か
つ計画的な推進を図る。

地域学習推進課
地域学習推進課長
黄地　吉隆

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

子どもの読書活動の推進に関する法律
（平成13年法律第154号）

関係する
計画、通知等



成果実績 ％ 12.5 -

67.8 - -

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」（第四次計画）の数値を目標値とする。
全国学校図書館協議会・毎日新聞社「学校読書調査」の数値を使用。

49.8 - -

目標値 ％ 26 - 26 - 26

令和4年度までに高校生の
不読率を26％とする。

不読率％：１か月に１冊も
本を読まなかった高校生の
割合
※R2は該当調査が新型コ
ロナのため中止となり実績
不明
※達成度＝読書率成果実
績（100%-不読率の成果実
績）÷読書率目標値（100%
－不読率の目標値）

成果実績 ％ 55.3 -

達成度

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」（第四次計画）の数値を目標値とする。
全国学校図書館協議会・毎日新聞社「学校読書調査」の数値を使用。

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位

8 - 8

令和4年度までに中学生の
不読率を8％とする。

不読率％：１か月に１冊も
本を読まなかった中学生の
割合
※R2は該当調査が新型コ
ロナのため中止となり実績
不明
※達成度＝読書率成果実
績（100%-不読率の成果実
績）÷読書率目標値（100%
－不読率の目標値）

達成度 ％ 95.1 -

-

令和元年度 令和2年度 令和3年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 4 年度

97.7 - -

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）

「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」（第四次計画）の数値を目標値とする。
全国学校図書館協議会・毎日新聞社「学校読書調査」の数値を使用。

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位

10.1 - -

目標値

5.5 - -

目標値 ％ 2

-

令和元年度 令和2年度 令和3年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 4 年度

96.4 - -

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位 令和元年度 令和2年度 令和3年度

単位当たり
コスト

算出根拠 単位 令和元年度 令和2年度

　円/数 3,583,443/5 1,643,049/5

中間目標 目標最終年度

％ 8 8

％ 60.4

活動目標及び
活動実績

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和元年度

1,645,047/4 -

- 年度 4

4 - -

当初見込み 事業 5 5 4 - -

令和2年度 令和3年度
4年度

活動見込
5年度

活動見込

令和3年度 4年度活動見込

単位当たり
コスト 円

5 5

2

令和4年度までに小学生の
不読率を2％とする。

不読率％：１か月に１冊も
本を読まなかった小学生の
割合
※R2は該当調査が新型コ
ロナのため中止となり実績
不明
※達成度＝読書率成果実
績（100%-不読率の成果実
績）÷読書率目標値（100%
－不読率の目標値）

成果実績 ％ 6.8 -

達成度 ％ 95.1

年度

2 2 -

「発達段階に応じた読書活動の推進」事業等
の開催に係るコスト

Ｘ：決算額／Ｙ：事業実施箇所数
＊平成30年度まで、「子供の読書活動推進ネットワーク

フォーラム」事業を実施。

716,689 328,610 411,262 -

計算式

活動内容
（アクティビ

ティ）

児童生徒の不読解消に向けた取組を実施する図書館のモデル構築のために、図書館等を委託事業実施により支援する。

児童生徒の不読解消に向
けた取組を実施する図書
館等のモデル構築を行う

「発達段階に応じた読書活
動の推進」事業等の実施
＊平成30年度まで、「子供
の読書活動推進ネットワー
クフォーラム」事業を実施。
令和3年度は「「新しい生活
様式」などを踏まえた読書
活動の推進」

活動実績 事業



93.9 - -

目標値 ％ 100 - 100 - 100

平成20年度から推進してい
る市の「子供読書活動推進
計画」の策定率について、
令和4年度までに100％を
目指す。 93.9 - -

根拠として用いた
統計・データ名

（出典）
「子供の読書活動推進計画」の策定状況に関する調査（文部科学省調べ）

「子供読書活動推進計画」
の市における策定率
※R2は新型コロナのため
未実施

政
策
評
価

、
新
経
済
・
財
政
再
生
計
画
と

の
関
係

政
策
評
価

政策 １　新しい時代に向けた教育政策の推進

施策

-

該当箇所

政策評価書
URL

https://www.mext.go.jp/content/20211220-mxt_kanseisk02-000019646_1-
5.pdf

該当箇所 施策目標1-5-9

新
経
済
・
財
政
再
生

計
画
改
革
工
程
表

2
0
2
1

取組
事項

分野： - -

（新経済・財政再生計画改革工程表 2021）
URL：

成果実績 ％ 93.4 -

達成度 ％ 93.4 -

令和元年度 令和2年度 令和3年度
中間目標 目標最終年度

- 年度 4 年度

成果目標及び
成果実績

（アウトカム）

定量的な成果目標 成果指標 単位

　　千円/機
関数 7948/1 6172/1

1 - -

当初見込み

-

計算式

単位当たり
コスト

算出根拠 単位 令和元年度 令和2年度

4171/1 -

令和3年度 4年度活動見込

読書活動の推進等に関する調査研究執行額／実施機
関数

単位当たり
コスト 千円 7,948 6,172 4,171

件 1 1 1 - -

令和2年度 令和3年度
4年度

活動見込
5年度

活動見込

子供の読書推進に関する
評価、検証、調査分析を行
う

読書活動の推進等に関す
る調査研究

活動実績 件 1 1

活動目標及び
活動実績

（アウトプット）

活動目標 活動指標 単位 令和元年度

活動内容
（アクティビ

ティ）

子供の読書活動の推進に 関する取組についての評価・検証と第4次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」の推進に向けた調査 分
析により子供読書活動推進計画を策定する市の施策の基礎資料とする。

1-5　家庭・地域の教育力の向上

-



事
業
の
有
効
性

成果実績は成果目標に見合ったものとなっているか。 △
概ね見合ったものとなっているが、項目により成果実績が横
ばいのものがある。

事業実施に当たって他の手段・方法等が考えられる場合、それと比較してより効果
的あるいは低コストで実施できているか。

○
図書館関係者だけでなく、学校教員、ボランティア団体、保
護者、児童・生徒に直接啓発をしており、低コストで効果的に
実施している。

活動実績は見込みに見合ったものであるか。 ○ 実績見込みに見合ったものとなっている。

整備された施設や成果物は十分に活用されているか。 ○

○
外部有識者によるヒアリングを行うなど、支出先の選定にあ
たり、費用対効果の高い事業となるようアドバイスをしてい
る。

費目・使途が事業目的に即し真に必要なものに限定されているか。 ○
事業経費の費目、使途の内容を審査するため、現地調査や
担当者へのヒアリングを行っている。

不用率が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載） ‐ －

○
事業参加者の旅費や宿泊費等、一部を受益者負担としてい
る。

単位当たりコスト等の水準は妥当か。 ○
前年度事業を生かし事業を行うなど、コスト削減に努めてお
り、水準は妥当である。

資金の流れの中間段階での支出は合理的なものとなっているか。 ○
国の契約及び支払いに関する規定の趣旨に従い、経費の効
率的使用に努めている。

事業成果はＨＰでの公表や、事例集を作成し自治体に配布
するなど、十分活用されている。

事
業
の
効
率
性

競争性が確保されているなど支出先の選定は妥当か。　 ○

有識者で構成される選定委員会で支出先を選定し、競争性
を確保している。

一般競争契約、指名競争契約又は随意契約（企画競争）による支出のうち、
一者応札又は一者応募となったものはないか。

有

競争性のない随意契約となったものはないか。 無

受益者との負担関係は妥当であるか。

国
費
投
入
の
必
要
性

事業の目的は国民や社会のニーズを的確に反映しているか。 ○

子どもの読書活動の推進に関する法律（平成13年法律第
154号）には、「子どもの読書は、子どもが言葉を学び、感性
を磨き、表現力を高め、創造力を豊かなものにし、人生をより
深く生きる力を身に付けていく上で不可欠である」と明記さ
れ、子供の読書推進は欠くことのできないものであり、本事
業ではその環境の整備を図るとともに、施策の総合的かつ
計画的な推進を図っている。

地方自治体、民間等に委ねることができない事業なのか。 ○

子どもの読書活動の推進に関する法律では、基本理念に
のっとり、子どもの読書活動の推進に関する施策を策定し、
実施する責務を有すると明記され、国が率先して行う必要が
ある。

政策目的の達成手段として必要かつ適切な事業か。政策体系の中で優先度の高い
事業か。

○
子どもの読書活動の推進に関する法律及び基本計画にも、
その必要性が明記されるなど、政策として優先度が高い。

繰越額が大きい場合、その理由は妥当か。（理由を右に記載） ‐ －

その他コスト削減や効率化に向けた工夫は行われているか。

事業所管部局による点検・改善

項　　目 評　価 評価に関する説明



-

2021 文科 20

文部科学省 0041

令和3年度

令和2年度 文部科学省 0041

0043

平成30年度 75

令和元年度

平成28年度 0071

平成29年度 0074

平成26年度 0071

平成27年度 0069

0334

平成25年度 0067

予
定
通
り

終
了

本事業により多様な読書活動の取組を普及啓発することができた。今後は、得られた成果を新たな施策に活用する。

備考

関連する過去のレビューシートの事業番号

平成23年度 0313/新23-066

関
連
事
業

関連する事業がある場合、他部局・他府省等と適切な役割分担を行っているか。（役
割分担の具体的な内容を各事業の右に記載）

‐

-

事業名事業番号

外部有識者の所見

外部有識者による点検対象外

行政事業レビュー推進チームの所見

終
了
予
定

この事業は当初計画に基づき、令和4年度をもって予定通り終了。本事業により得られた成果については後継事業の実施等において適切に活用
すること。

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

点
検
・
改
善
結
果

点検結果
「令和２年度学校図書館の現状に関する調査」の結果において、公共図書館同様、学校図書館においても図書の読み聞かせやビブリオバトル
など多様な読書活動を実施していることから、公共図書館と学校図書館の読書活動の取組を総合的に実施する必要がある。

改善の
方向性

公共図書館、学校図書館の読書活動の取組を綜合的に実施するために、令和3年度事業の「子供の読書活動の推進事業」と「学校図書館総
合推進事業」を令和4年度において統合する。

平成24年度



※令和3年度実績を記入。執行実績がない新規事業、新規要求事業については現時点で予定やイメージを記入。

なお、金額は単位未満四捨五入して記載していることから、金額が一致しない場合がある

計 2.2 計 0

一般管理費 0.2

消費税相当額 人件費×10％ 0.2

人件費 調査員手当 1.8 - - -

E.株式会社オフィス・コラボ F.

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0.4 計 4.1

旅費 委員旅費 0

諸謝金 委員謝金 0.1

印刷製本費 報告書作成費 0.1

消費税相当額 人件費×10％ 0.1

諸謝金 委員謝金 0 一般管理費 （委託費-再委託費）×10％ 0.2

旅費 委員旅費 0 人件費 調査技術者手当 1.4

借損料 電子図書館使用料 0.3 再委託費 株式会社オフィス・コラボ 2.2

C.那智勝浦町 D.株式会社ぎょうせい

費　目 使　途
金　額

(百万円）
費　目 使　途

金　額
(百万円）

計 0.7 計 0.6

図書搬送費 0通信運搬費

旅費 講師旅費 0.1

印刷製本費 リーフレット印刷 0.1 通信運搬費 図書搬送費 0

金　額
(百万円）

費　目 使　途
金　額

(百万円）

消耗品費 参考資料等 0.4 再委託費 那智勝浦町、かつらぎ町 0.6

資金の流れ
（資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する）

（単位：百万円）

費目・使途
（「資金の流れ」に
おいてブロックご
とに最大の金額

が支出されている
者について記載
する。費目と使途
の双方で実情が
分かるように記

載）

A.大阪府教育委員会 B.和歌山県

費　目 使　途

諸謝金 講師謝礼 0.1

A.「新しい生活様式」などを踏

まえた読書滑動の推進事業

都道府県等

（３団体 1百万円）

諸謝金 0.5百万円

職員旅費 0.07百万円

庁費 6.8百万円

D.子供の読書活動の推

進に関する調査研究

株式会社ぎょうせい

（１団体 4.1百万円）

を含む。

委託費【随意契約(企画競争)】 委託費【随意契約(企画競争)】

B.「新しい生活様式」などを踏

まえた読書活動の推進事業

和歌山県

（１団体 0.6百万円）

C.「新しい生活様式」などを踏

まえた読書活動の推進事業

那智勝浦町等

（2団体 0.6百万円）

再委託

【随意契約(企画競争)】
再委託

E.子供の読書活動の推進に

関する調査研究

株式会社オフィス・コラボ

（１団体 2.2百万円）

文部科学省

13.2百万円



支出先上位１０者リスト

A.

B

C

D

E

国庫債務負担行為等による契約先上位10者リスト

- - - -

契約方式
入札者数
（応募者

数）
落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（契約額10億円以上）

1 - - - -

ﾌﾞﾛｯｸ
名

契　約　先 法　人　番　号 業　務　概　要
契約額

（百万円）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1
株式会社オフィス・コ
ラボ

9012701005111
子供の読書活動の推進に
関する調査研究

2.2
随意契約

（企画競争）
1 100％ -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

4 100％ -1 株式会社ぎょうせい 1010001100425
子供の読書活動の推進に
関する調査研究

4.1
随意契約

（企画競争）

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

-

100％ -

2 かつらぎ町 4000020303411

新しい生活様式を踏まえた
読書活動のモデル構築に
むけた取組および困難を抱
える子供の読書活動支援
の取組

0.2
随意契約

（企画競争）
5 100％

入札者数
（応募者数）

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 那智勝浦町 3000020304212

新しい生活様式を踏まえた
読書活動のモデル構築に
むけた取組および困難を抱
える子供の読書活動支援
の取組

0.4
随意契約

（企画競争）
5

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等

-

落札率

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1 和歌山県 4000020300004

新しい生活様式を踏まえた
読書活動のモデル構築に
むけた取組および困難を抱
える子供の読書活動支援
の取組

0.6
随意契約

（企画競争）
5 100％

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

100％ -

5 100％ -

3 府中町教育委員会 2000020343021
新しい生活様式を踏まえた
読書活動のモデル構築に
むけた取組

0.1
随意契約

（企画競争）
5

2

大阪府教育委員会 4000020270008

高校生の不読率改善の取
組および困難を抱える子供
の読書活動支援の取組を
実施

0.5
随意契約

（企画競争）

一者応札・一者応募又は
競争性のない随意契約となった

理由及び改善策
（支出額10億円以上）

1

福島県教育委員会 7000020070009
新しい生活様式を踏まえた
読書活動のモデル構築に
むけた取組

0.4
随意契約

（企画競争）

5 100％ -

支　出　先 法　人　番　号 業　務　概　要
支　出　額
（百万円）

契約方式等
入札者数
（応募者数）

落札率


